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システム

マルチファイルラスタの使用
　マルチファイルラスタオブジェクトは多くのタイル状の
外部ラスタファイルに同時にリンクします ( テクニカルガ
イド ｢インポート：マルチファイルラスタのリンクの作成
(Import: Linking to Create a Multifile Raster)｣)。マルチファ
イルラスタは 1 つのラスタオブジェクトのように見え、他
の従来型ラスタオブジェクトと同じように表示したり様々
な処理で使用することができます。

　1 例 と し て、SRTM (Shuttle Radar Topography 
Mission：スペースシャトル立体地形データ ) の複数の高
度ファイルへのリンクによって作成されるマルチファイル
ラスタをとり上げます。このページの図で示すように、グ

レースケールのマルチファイルラスタにコントラストテー
ブルやカラーパレットを作成 ･ 保存して表示を強調するこ
とができます。また、ジオツールボックスを使用して、ラ
スタデータの断面表示を調べることもできます。｢地形特
性 (Terrain Properties)｣ 処理の傾斜、方位、曲率、起伏
陰影などの特性計算において、入力としてマルチファイル
ラスタを使用することができます。ただし出力データは従
来のラスタオブジェクトです。例えば、｢ラスタの抜き出
し｣ 処理では出力として従来のラスタオブジェクトが抜き
出されます。

オーストラリアとその北の島々の集まりのマルチファイルラスタオブジェ
クト。リンクする SRTM 標高ファイルは離れ離れになっていても構いませ
ん ( この図の黄色い領域には標高ファイルがありません )。このマルチファ
イルラスタは 870 個のリンクされている標高ファイル (HGT 形式 ) から作ら
れており、それぞれのファイルは 1201 行 x 1201 列 ( セルサイズ約 90 メー
トル ) です。これらのリンクファイルの合計データ量は 2.34 GB になりま
す (870 x 1201 x 1201 x 2 バイト / セル )。このマルチラスタオブジェクトを
作成する時間は、SRTM ファイルの選択時間も含め 5 分以下です。(1.8 GHz 
G5 PowerPC Mac を使用 )。
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｢ラスタの抜き出し｣ 処理を使って、左図の 
マルチファイルのリンクラスタから緑色の 
ボックスの範囲を抜き出しました。出力ラスタ
の形式は従来型のラスタオブジェクトです。

カラーパレットを適用して表示したマルチ 
ファイルラスタ。赤の地図格子は各 SRTM 
タイルの境界線を示しています。ジオツール
ボックスの定規ツールを使用して複数タイル
にまたがって緑の線を描きました。この線に
沿って断面が表示されています ( 右図 )。

｢地形特性｣ 処理を使用して、マルチ 
ファイルのリンクラスタから直接計算 
された起伏陰影ラスタ。

黄色の領域は SRTM HGT データ
がありません。
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